
名古屋情報メディア専門学校 

 

学校関係者評価報告書（令和５年度） 

 

令和５年度実施内容の学校評価委員会を開催し、「名古屋情報メディア専門学校」の自己

評価結果及び発表内容をもとに、学校関係者による評価を以下のとおり実施した。 

 

第１回実施日：令和５年８月２２日（水） 

出席者 企業委員 ３名、関連団体委員 1名、卒業生委員 １名、事務局 ２名 

評価コメント： 

評価 評価に係る提言・改善等 

(1)教育理念・目標 

教育理念・人材育成目標ともに、しっかりと定め

られている。 

 ハード・ソフト面における姉妹校や他校の情報

を入手して、当校の特色との比較情報があるとよ

い。 

(2)学校運営 

学園グループの学校間の意思疎通や情報連携に

対する、改善の取り組みがみられる。また、学校

としての独自性、地域性を考慮した運営も行って

いる。 

 

(3)教育活動 

カリキュラムに沿った教育が実施されており、見

直しなども行われている。今後は産学連携や外部

コンテストなども押し進めている。 

就職用のマナー講座を就職前学年で回数を増

やことで、早い段階で学生に就職を意識させるこ

とができる。是非実施して欲しい。 

(4)学修成果 

在校生に対する資格と就職 及び 退学防止に対

する取り組みは、力を入れて取り組んでおり、高

く評価できる。 

 

 

(5)学生支援 

十分な支援がなされており、特に目立った改善項

目はない 

 OB・OGの活用や同窓会の整備・開催が不足し

ており、卒業生への支援や卒業生からの支援が不

足しているのはもったいない。今後は強化して欲

しい。 

(6)教育環境 

空調、パソコン、ソフト、視聴覚機器などの設備

面だけでなく産学連携授業、特別講座など仕組み

や制度面も評価できる。 

 

(7)学生の受入れ募集 

全体的には、よく取組んでおり問題はない。 

 

 

(8)財務  



財務基盤が安定しており、健全な学校経営がされ

ている証拠であり、安心できる学校と感じた。 

(9)法令等の遵守 

全体的には、よく取組んでおり問題はない。 

 

(10)社会貢献・地域貢献 

コロナ禍で地域住民向けのイベントなどが実施

できてはいない面はあるものの、地域清掃などの

実施の継続は評価できる。 

 

 

 

以上 


